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ルにまで拡散した地平
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もろもろの啓示や聖なる伝承そのものが含ま
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が数多くみえてくるもの
である。また，その共通している部分













第 19回世界大会（The 19th World Congress of 
the International Association for the History of 
Religions（於，高輪プリンスホテル）」において，
「日本社会におけるカルヴィニストの幸福と不幸


































































































































































23）Max Weber,  Rel igionssoziologie（Typen 
Religiöser Vergemeinschaftung）, in Wirtschaft 
und Gesellschaft, Fünfte, Revidierte Auflage, 
Studienausgabe, J.C.B. Mohr（Paul Siebeck） 




24）Max Weber, Die protestantische Ethik und der 
Geist des Kapitalismus, in Gesammelte Aufsätze 
zur Religionssoziologie, J. C. B. Mohr（Paul 












よる教化」（Ibid., S. 280. 同書，96ページ）が進
展しても，宗教そのものの本質に，「呪術」的要
素が混在しているということがいえる。
29）Ibid., S. 283. 同書，101ページ。






















している（Max Weber, op. cit., Die protestantische 



























34）Erich Fromm, Escape from Freedom, Discus 






36）Max Weber, op. cit., Die protestantische Ethik 
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わゆる，「篤信の徒（stalwart）」であり続けてい
ることには違いない。
50）近年，随筆家藤原正彦が，我が国の「国家の品
格」の復興を説き，ベストセラー『国家の品格』
（新潮新書，2005年）を出版した。藤原は，その
なかで，「欧米人の『論理の出発点』」について
説明し，そこには，ジョン・ロックの「他人の
自由と権利を侵害しない限り自由」（同書，68ペ
ージ）という思想と，その根底に「カルヴァン
主義」の「予定説」があったと指摘している（同
書，65-72ページ）。藤原は，「自由」という近代
の思想の根底に，カルヴァンの予定説があり，
それが，究極的には，「金儲けに倫理的栄光」（同
書，71ページ）を付与する教説となったと述べ
ている。藤原によれば，「国家の品格」を貶める
ような金銭至上主義は，「禁欲的なカルヴァン主
義者」の行動に発するとする。この藤原の論点
は，明らかに，ヴェーバーの「プロテスタンテ
ィズムの倫理と資本主義の精神」におけるカル
ヴァン主義の説明に依拠したもので，それは，
「カルヴァン主義」＝「予定説」＝禁欲的「職業
労働」という単純化されたスキームにのみ着目
した指摘であるといえる。
 （2008年７月 11日掲載決定）
カルヴィニストの幸福と不幸（Ⅰ）-改革派信仰と「拡散宗教」性に関連して-
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